
杜
会
統
計
に
お
げ
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
隈
界

関
　
　
弥

三

郎

は一
一
一

三む

し
　
が
　
き

統
計
的
規
則
性
の
意
義

統
計
的
規
則
性
の
限
界

統
計
的
規
則
性
の
種
類

　
す
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
今
日
の
杜
会
統
計
学
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
著
し
い
発
達
を
遂
げ
た
推
測
統
計
理
論
の
杜
会
経
済
統
計

へ
の
利
用
で
あ
る
が
、
特
定
の
時
所
に
お
け
る
杜
会
集
団
の
具
体
的
な
数
最
的
記
述
を
口
的
と
す
る
時
は
、
任
意
標
本
調
査
法
と
し

て
十
分
な
成
果
を
収
め
得
る
の
に
対
し
て
、
杜
会
集
団
現
象
の
一
般
的
な
規
則
性
、
典
型
の
認
識
の
場
合
は
、
推
測
統
計
理
論
の
母

数
の
推
定
、
仮
説
の
検
定
の
方
法
の
適
用
に
は
種
友
の
制
的
、
問
題
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

そ
し
て
他
方
我
々
の
統
計
利
用
の
実
際
に
お
い
て
は
、
計
函
、
予
測
の
た
め
の
利
用
の
増
大
と
共
に
統
計
的
規
則
性
の
重
要
性
牟
。
ｎ

ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
計
画
、
予
測
が
将
来
の
確
か
ら
し
い
値
に
基
礎
を
置
く
こ
と
の
当
然
の
結
呆
で
あ
る
。
”
１
、
こ
で
、
従
来
ド

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
　
（
四
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
　
（
四
九
六
）

イ
ソ
杜
会
統
計
学
「
ト
お
い
て
育
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
杜
会
経
済
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
壬
／
、
の
意

義
と
限
界
を
知
る
こ
と
は
、
統
計
の
埋
論
的
研
究
を
進
め
る
上
か
ら
も
、
ま
た
統
計
の
正
し
い
実
際
的
利
用
を
期
す
る
た
め
に
も
、

必
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
不
十
分
た
が
ら
こ
の
必
要
に
答
え
ん
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
が
理
解
し
た
ド
ィ
ソ
杜
会
統
計
学
に
お

け
る
統
計
的
規
則
性
の
理
論
を
述
べ
、
そ
れ
に
必
要
と
思
わ
れ
る
若
干
の
拡
張
を
加
え
て
、
推
測
統
計
理
論
の
適
用
可
能
性
を
考
察

す
る
た
め
○
基
礎
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

統
計
的
規
則
性
の
意
義

　
統
計
的
規
則
性
の
性
質
を
考
え
る
場
合
、
統
計
的
規
則
性
と
実
質
科
学
の
理
論
と
の
関
係
が
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
坂
扱
う
余
裕
が
な
い
の
で
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
統
計
的
規
則
性
は
理
論
的
に
解
明
な
い
し
は
仮

定
さ
れ
た
杜
会
経
済
現
象
の
性
質
、
構
造
、
関
係
の
具
体
的
な
確
認
、
検
証
に
す
ぎ
ず
、
科
学
理
論
に
よ
り
得
ら
れ
た
現
象
の
法
則

と
全
然
別
個
の
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
、
統
計
固
有
の
問
題
に
進
む
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
ン
、
ｏ
前
に
次
〇
二
つ
○
点
を
補
足
し

て
お
こ
う
。
ま
ず
最
初
に
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
理
論
的
解
明
と
独
立
に
統
計
的
研
究
の
み
に
よ
っ
て
挑
象
○
規
則
性
を
発
見
し
得

る
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
合
の
統
計
的
規
則
性
も
根
本
的
に
は
理
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

た
だ
挑
在
で
は
ン
、
れ
が
十
分
行
え
な
い
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
統
計
的
規
則
性
は
単
な
る
理
諭
の
確
認
、
検

証
以
上
○
役
割
を
果
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
理
論
の
抽
象
的
な
質
的
、
量
的
規
定
に
具
体
的
な
数
字
的
規
定
を
与
え
得
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
○
、
爪
が
杜
会
経
済
Ｏ
実
践
に
お
い
て
理
論
的
規
定
と
共
に
統
計
的
規
則
性
が
必
要
と
さ
れ
る
珊
由
で
あ
る
。



　
ま
た
統
計
学
の
文
献
で
は
、
統
計
的
規
則
性
（
。
。
葦
卑
ぎ
ぎ
雰
習
Ｈ
昌
簑
－
緊
隼
９
）
の
外
に
更
に
合
法
則
性
（
○
易
９
Ｎ
昌
簑
卒

斤
睾
雪
）
、
法
則
（
ｏ
霧
ｇ
畠
）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
考
察
す
る
ま
で
は
、
差
当
り
簡
単
の
た
め

に
統
計
的
規
則
性
と
の
み
い
う
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
統
計
的
視
則
性
は
「
統
計
的
に
把
握
さ
れ
た
集
団
に
み
ら
れ
る
一
般
的
た
特
徴
、
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
」
と
い

う
こ
・
、
一
が
で
き
よ
う
。
統
計
的
規
則
性
は
、
ま
ず
集
団
の
規
則
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
独
特
の
論
媒
的
性
質
を
も
ち
、
次
に
統
計
的
に

把
握
さ
れ
た
（
す
な
わ
ち
、
統
計
的
方
法
に
よ
る
具
体
的
な
観
察
に
基
い
て
得
ら
れ
た
）
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
限
界
が
生
ず

る
の
で
あ
る
。
最
初
の
間
題
は
本
節
で
考
察
し
、
後
の
間
題
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
最
初
政
治
算
術
学
考
に
よ
っ
て
集
団
現
象
で
あ
る
人
口
現
象
の
規
則
性
○
統
計
的
研
究
が
行
わ
れ
て
以
来
、
統
計
的
規
則
性
は
集

岬
現
象
に
関
す
る
視
則
性
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
マ
ィ
ヤ
ー
　
（
○
．
く
ｇ
く
毫
Ｈ
）
は
「
統
計
的
合
法
則
性
は

個
次
の
個
人
に
で
は
な
く
　
　
杜
会
集
団
ン
、
の
も
の
に
妥
当
す
る
出
来
楽
に
関
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
杜
会
集
団
法
則
（
。
っ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

◎
Ｎ
邑
¢
峯
易
。
。
ｏ
轟
窃
ｇ
ｓ
）
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
一
八
六
〇
１
七
〇
年
代
に
ケ
ト
レ
ー
主
義
者
と
ド
イ
ツ
の
統
計
学
者
と
の

…
に
行
わ
れ
た
、
道
徳
視
象
に
み
ら
れ
る
統
計
的
規
則
性
と
個
人
の
白
由
意
志
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
蒲
争
は
、
ヶ
ト
レ
ー
主
義
者

が
統
計
的
姐
則
性
は
集
団
軌
象
の
規
則
性
で
あ
り
、
そ
れ
の
要
素
に
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
基
木
的
箏
実
を
看
過
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

め
に
生
じ
た
も
ｏ
で
あ
る
こ
と
は
、
周
如
の
と
こ
ろ
で
あ
引
。

　
ン
、
れ
で
は
何
故
、
個
体
に
は
妥
当
し
な
い
で
ン
、
れ
の
集
団
に
ｏ
み
妥
当
す
る
規
則
性
が
塊
れ
る
り
で
あ
る
か
？
　
こ
れ
の
説
明
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

一
般
的
及
び
特
殊
的
原
内
復
合
の
図
式
「
ト
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
し
て
与
え
ら
れ
仙
。
す
な
わ
も
「
糺
会
ｏ
塊
象
は
向
枢
の
も
ｏ
で

あ
っ
て
も
、
個
、
的
に
は
某
本
的
な
同
質
性
を
も
つ
と
共
に
ま
た
大
な
り
小
な
り
豊
宮
な
異
質
性
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
そ
の

　
　
　
祉
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
恋
義
と
限
界
（
閑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
　
（
四
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
．
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二
一
四
九
八
一

現
象
を
支
配
し
て
い
る
基
本
的
竺
般
的
原
因
複
合
一
鳶
§
一
目
二
賓
雪
斤
・
邑
邑
の
作
用
が
、
個
、
の
場
合
に
は
不
規

則
に
作
用
す
る
特
殊
的
原
墨
合
一
雪
事
・
二
§
雪
ぎ
８
冒
一
に
よ
つ
て
撹
乱
さ
れ
た
こ
と
に
は
る
も
の
と
考
を
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

る
・
と
こ
ろ
が
・
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
が
偶
然
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
ら
同
種
の
個
別
事
例
を
集
団
現
象
と
し
て

観
察
す
る
時
は
・
特
殊
的
原
因
複
合
の
偶
然
的
な
撹
乱
作
用
は
相
殺
、
消
去
さ
れ
て
、
一
般
的
原
因
複
合
の
作
用
に
一
致
す
る
結
果

が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
統
計
的
規
則
性
で
あ
る
。
」

　
同
種
事
例
の
集
団
に
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
観
察
す
る
場
合
「
同

種
事
例
の
集
団
」
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
統
計
的
規
則
性
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
、
！
、
こ
で
一
般
的
及
び
特
殊
的

原
因
複
合
の
図
式
が
妥
当
す
る
集
団
現
象
の
条
件
を
更
に
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ン
、
れ
に
は
集
団
の
単
位
の
同
棟
の
程
度
と
集
団
の
規

模
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
ま
ず
集
団
の
単
位
の
同
椴
性
に
つ
い
て
考
察
し
よ
シ
。
　
「
同
極
の
事
物
の
み
を
数
え
得
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
的
に
把
握
し

得
る
た
め
に
は
集
団
の
単
位
は
す
べ
て
、
何
等
か
の
程
度
の
同
種
性
を
も
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
〆
、
の
場
合
の
同
櫛

性
は
・
杜
会
統
計
に
お
い
て
は
諭
理
的
同
極
性
（
Ｈ
◎
。
・
－
。
り
ｏ
ぎ
○
Ｈ
９
９
胃
冨
斤
¢
５
、
す
な
わ
ち
共
逝
Ｏ
上
位
概
念
へ
の
従
属
性
で
あ

っ
て
・
同
枢
の
範
囲
は
統
計
観
察
の
同
的
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
た
上
位
概
念
の
内
包
に
よ
っ
て
眼
定
さ
れ
、
、
１
、
の
範
囲
内
に
あ
る
も

○
は
・
そ
の
他
Ｏ
点
で
は
興
賃
性
を
も
っ
て
い
て
も
、
ン
、
れ
が
統
計
観
察
Ｏ
〔
的
か
ら
重
婆
で
な
い
こ
と
か
ら
、
向
枢
と
み
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
・
そ
し
て
統
計
の
本
質
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
に
同
概
の
単
位
の
集
団
を
地
－
位
の
災
質
性
に
応
じ
て
俳
分
け
し
、
よ

り
同
質
の
革
位
の
部
分
集
団
に
。
構
造
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
集
団
現
象
の
特
徴
を
閉
ら
か
に
す
つ
こ
と
に
あ
る
。
最
初
Ｏ
論
理

的
に
同
級
の
凧
位
の
集
団
は
、
極
め
て
異
貫
の
巾
位
を
含
む
た
め
に
全
体
に
対
し
て
統
一
的
な
一
般
的
原
内
複
合
の
支
配
は
考
え
難



く
、
そ
れ
が
多
く
の
標
識
に
よ
っ
て
構
造
分
析
さ
札
て
得
ら
れ
た
相
当
程
度
同
質
の
単
位
の
甜
分
集
団
に
お
い
て
姶
め
て
、
統
一
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

な
一
般
的
原
困
複
合
の
作
用
が
考
え
ら
れ
、
更
に
同
質
の
程
度
が
高
ま
る
に
従
っ
て
特
殊
的
原
因
複
合
に
よ
る
撹
乱
が
偶
然
的
性
質

を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
自
然
の
現
象
は
発
生
的
な
い
し
は
生
物
学
的
同
種
性
（
需
畠
豪
Ｏ
ぎ
＆
睾
匡
◎
Ｈ
Ｏ
囚
－
。
。
Ｏ
ぎ
９
９
０
ぎ
ま
腎
０
５
、
す
な
わ

ち
同
じ
生
物
学
的
種
類
へ
の
従
属
性
を
有
し
、
白
然
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
同
種
の
限
界
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
一
般
的

原
因
複
合
の
支
配
は
明
確
で
あ
っ
て
、
ユ
、
れ
に
対
す
る
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
は
完
全
に
偶
然
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
杜

会
に
お
い
て
も
、
集
団
の
単
位
が
こ
の
よ
う
に
発
生
的
に
同
種
で
あ
る
か
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
程
、
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
が

確
実
で
あ
り
、
、
！
、
れ
に
対
す
る
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
が
偶
然
的
性
質
の
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
一
般
的
及
び
特

殊
的
原
困
複
合
の
図
式
が
よ
り
良
く
妥
当
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
次
に
観
察
集
団
の
規
模
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
政
治
算
術
学
者
に
よ
る
人
口
現
象
の
規
則
性
の
研
究
に
お
い
て
、
同
種
事
例
の

多
数
に
は
、
事
例
の
数
が
多
い
程
よ
り
安
定
的
な
比
率
、
平
均
値
が
現
れ
る
こ
と
が
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
射
倖
遊
戯
の
実

験
に
よ
っ
て
、
試
行
回
数
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
観
察
度
数
は
理
論
度
数
に
よ
り
近
似
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
基
い
て

「
集
団
が
大
き
い
程
観
察
結
果
は
一
般
的
原
内
複
合
の
作
用
に
よ
る
結
果
に
よ
り
接
近
す
る
」
と
い
う
大
数
法
則
（
○
窃
Ｏ
Ｓ
ｑ
胃
宥
１

◎
饒
ｇ
豊
巨
）
が
確
立
さ
れ
、
そ
の
根
拠
は
「
観
察
事
例
の
増
加
に
よ
り
特
殊
的
原
丙
複
合
の
偶
然
的
な
撹
乱
作
用
の
相
殺
が
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

完
全
に
行
わ
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
■
訓
。

　
し
か
し
、
観
察
箏
例
の
数
を
多
く
し
て
行
っ
た
場
合
、
特
殊
的
原
内
複
合
の
作
州
が
ほ
ぼ
完
全
に
消
去
さ
れ
て
、
一
般
的
原
内
汝

合
の
作
用
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
の
証
明
は
、
我
六
の
経
験
的
観
察
か
ら
は
到
底
知
り
得
な
い
事
柄
で
あ
り
、

　
　
　
祉
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
　
（
四
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
一
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
（
五
〇
〇
）

そ
れ
は
確
率
論
か
ら
組
合
せ
理
論
に
基
い
て
数
学
的
に
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
堆
で
あ
る
。
す
、
な
わ

ち
「
生
起
の
確
率
力
な
る
事
象
を
〃
回
独
立
に
反
復
試
行
し
た
場
合
、
観
察
結
果
に
お
け
る
生
起
の
割
合
ブ
”
が
力
に
ほ
ぼ
等
し
い

こ
と
の
確
か
ら
し
さ
は
、
〃
を
大
き
く
す
る
に
従
っ
て
増
大
す
る
。
」
な
お
こ
の
場
合
「
犯
が
大
き
い
時
は
観
察
割
合
ヅ
一
れ
は
確
率
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

の
ま
わ
り
に
ほ
ぼ
正
規
分
布
す
る
（
ラ
プ
ラ
ス
○
定
理
）
」
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
・
こ
れ
は
比
率
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
性
質
の
場
合
で
あ
っ
て
、
最
的
標
識
で
表
現
さ
れ
る
性
質
の
時
は
ガ
ウ
ス
の
誤
差
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
引
。
す
な
わ
ち
「
偶
然
誤
差
は
い
互
に
独
立
で
あ
っ
て
は
Ｄ
非
常
に
小
さ
く
且
つ
岬
正
負
い
ず
れ
の
方
向
に
も
同

じ
確
率
で
起
り
得
る
・
極
め
て
多
く
の
根
源
誤
差
の
和
で
あ
っ
て
、
近
似
的
に
正
規
分
布
を
な
す
。
」
「
同
一
対
象
の
測
定
結
果
。
は
、

測
定
条
件
の
完
全
た
整
傭
が
不
可
能
な
た
め
に
偶
然
誤
差
が
付
斎
し
ン
、
の
値
は
測
定
の
都
度
異
な
る
が
、
ン
、
れ
の
算
術
平
均
値
が
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

定
対
象
の
典
値
Ａ
に
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
Ｏ
確
か
ら
し
さ
は
、
測
定
同
数
〃
が
多
く
な
る
に
従
っ
て
増
大
す
る
。
」

　
し
か
し
、
統
計
に
お
い
て
は
確
率
力
な
い
し
は
莫
他
Ａ
は
不
閉
で
あ
り
、
ン
、
れ
ｏ
認
識
こ
ン
、
が
集
団
観
察
の
□
的
で
あ
る
か
、
り
、

こ
れ
ら
の
定
理
を
類
推
適
用
し
て
、
〃
が
大
き
い
場
令
の
観
察
緕
果
を
も
っ
て
力
ま
た
は
ス
の
大
体
の
値
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
逆
推

浦
（
弓
昌
ぎ
～
；
。
ｑ
）
を
行
う
ｏ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
定
理
に
お
い
て
、
確
率
力
ま
た
は
火
値
五
が
我
六
の
い
う
一
般
的
原
囚

復
合
の
締
火
で
あ
り
、
実
際
Ｏ
牛
起
の
割
く
ロ
ブ
．
〃
ま
た
は
測
定
仇
０
は
特
殊
的
原
内
復
八
。
の
推
乱
Ｏ
結
災
に
桐
肖
し
、
か
く
て
岐
初

に
述
べ
た
大
数
法
則
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
ｏ
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
統
計
的
規
川
性
を
俗
る
た
め
に
は
、
統
一
的
た
一
般
的
収
内
復
八
。
が
支
舵
し
、
特
殊

的
原
丙
復
合
は
偶
然
的
性
質
Ｏ
燧
乱
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
、
＾
度
「
ト
同
術
Ｏ
芥
例
を
、
大
数
法
則
が
作
川
し
得
る
に
十
分
な
だ
け
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

数
、
災
岬
概
察
す
れ
ば
よ
い
ｏ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ス
ー
イ
ｏ
定
雌
ま
た
は
ガ
ゥ
ス
の
誤
崖
法
則
か
ら
閉
ら
か
な
よ
う
に
、
観



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍

察
集
団
が
如
何
に
大
き
く
と
も
常
に
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
の
相
殺
が
完
全
に
行
わ
れ
る
保
障
が
な
い
た
め
向
、
こ
の
よ
う
な
粂

件
を
満
た
す
集
団
現
象
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
得
ら
れ
る
値
は
完
全
に
一
致
せ
ず
偶
然
変
動
を
示
す
の
で
あ
り
、
従
っ
て
統
計
的
規

則
性
の
一
般
的
妥
当
性
は
理
論
的
に
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
○
Ｄ
　
蜷
川
虎
三
「
統
計
学
研
究
第
一
巻
」
昭
和
六
年
、
二
八
－
三
九
頁
参
照
。

　
の
　
○
．
、
。
。
岩
、
｝
、
一
〇
〇
汁
津
庁
庄
片
自
邑
○
塞
¢
豪
Ｏ
プ
亀
蒜
５
ヲ
Ｐ
Ｈ
■
ら
二
Ｎ
≧
昌
二
Ｈ
胃
ト
Ｏ
Ｏ
・
Ｎ
Ｏ
Ｈ
．
大
橋
隆
憲
訳
「
統
計
学
の
本
質
と
方
法
」

　
　
昭
和
一
八
年
、
四
七
六
－
七
頁
。
な
お
勺
．
Ｎ
庁
ｏ
ぎ
○
『
…
阜
ら
ｑ
竃
○
ｏ
ｇ
汁
７
庄
打
Ｎ
＞
巨
ｒ
Ｈ
竃
・
。
一
〇
〇
Ｌ
・
。
べ
参
照
。

　
岬
　
森
田
優
三
「
統
計
学
汎
論
」
昭
和
二
三
年
、
一
九
－
二
四
頁
参
照
。

　
ゆ
　
例
え
ば
ｓ
塞
河
曽
．
苧
○
二
〇
〇
〇
〇
・
崖
○
－
Ｈ
自
邑
Ｈ
塞
参
照
。

　
○
　
こ
こ
に
い
う
個
別
事
例
は
、
量
的
標
識
で
お
ら
わ
さ
れ
る
性
質
の
時
は
一
般
に
個
体
（
そ
し
て
時
に
は
集
団
）
の
性
質
で
あ
る
が
、
比
率
で
表

　
　
現
さ
れ
る
性
質
の
時
は
大
な
り
小
な
り
集
団
の
性
質
で
お
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
、
或
る
人
種
の
身
長
の
場
合
は
個
々
の
人
問
の
身
長

　
　
が
個
別
事
例
で
あ
る
が
、
出
生
児
の
性
比
の
場
合
は
個
々
の
家
庭
、
産
院
、
小
地
域
等
に
お
け
る
出
生
児
の
性
比
が
個
別
事
例
で
あ
っ
て
、
個
々

　
　
の
出
生
児
の
体
性
が
個
別
事
例
で
は
な
い
。
（
註
¢
◎
参
照
）

　
ゆ
　
以
下
の
説
明
に
つ
い
て
は
句
・
穴
－
實
－
－
ズ
Ｏ
｝
睾
０
ｑ
一
と
后
Ｏ
昌
９
暮
く
Ｏ
亭
０
３
己
Ｃ
～
Ｏ
ら
實
Ｃ
０
９
ド
７
巨
汗
Ｎ
声
巨
ｒ
Ｈ
り
島
一
〇
〇
〇
Ｃ
・
Ｈ
Ｏ
Ｏ
』
三
一
（
一

　
　
Ｈ
○
甲
ｏ
。
参
照
。

　
い
　
こ
の
よ
う
に
同
種
の
単
位
が
共
通
の
一
般
的
原
因
複
合
を
基
礎
に
有
す
る
場
合
を
、
ク
レ
ッ
ツ
ル
“
ノ
ー
ル
ベ
ル
ク
は
「
広
義
の
発
生
的
同
種

　
　
性
（
０
ｑ
。
箏
。
亡
。
。
。
プ
。
９
。
－
。
夢
ま
Ｏ
ｑ
ざ
岸
，
９
暮
昌
≠
〇
一
汁
雪
９
０
０
一
；
ら
８
考
○
ユ
富
）
」
と
い
い
（
ら
Ｓ
－
と
○
｝
Ｏ
晶
一
Ｐ
戸
○
二
Ｑ
Ｏ
．
Ｈ
Ｏ
Ｈ
）
・

　
　
フ
ラ
ス
ヶ
ム
パ
ー
は
「
本
質
的
同
一
性
（
考
轟
Ｏ
豪
０
ｑ
重
；
ぎ
羊
）
」
と
い
っ
て
い
る
。
（
戸
日
轟
蟹
昌
勺
彗
二
）
鶉
軍
○
巨
Ｏ
冒
ら
實
９
９
争
暮
－

　
庄
ｏ
ｐ
ぎ
斥
，
じ
竃
○
○
汁
津
け
ご
斤
一
と
一
．
○
ｏ
ブ
＞
；
９
畠
｝
戸
○
ｏ
．
旨
り
）

ゆ
　
例
え
ぼ
－
、
．
ヨ
、
。
。
蟹
昌
勺
、
、
一
ヒ
釘
ｏ
目
一
９
毒
○
ｏ
汁
津
７
け
戸
○
；
冒
（
一
『
ら
ま
Ｈ
ｏ
ｏ
ｇ
汁
汀
庄
ぎ
宗
－
Ｈ
一
Ｎ
＞
巨
ｒ
宕
お
一
〇
〇
〇
〇
．
違
ふ
・
大
橋
、
足
利

　
　
訳
「
一
般
統
計
学
」
昭
和
二
八
年
、
二
五
－
八
頁
参
照
。

　
ゆ
　
佐
藤
良
一
郎
「
数
理
統
計
学
概
説
」
昭
和
二
五
年
、
二
二
一
－
二
頁
及
び
二
二
六
－
四
二
頁
参
照
。

¢
ｏ
　
し
か
し
比
率
が
問
題
の
場
合
で
も
、
事
象
生
起
の
確
率
と
実
際
の
生
起
の
割
合
と
の
差
は
、
事
象
の
確
率
が
実
際
に
実
現
す
る
場
合
偶
然
に
よ

　
　
っ
て
歪
め
ら
れ
た
誤
差
と
考
、
、
ん
る
と
、
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
理
は
誤
差
法
則
の
特
別
の
場
合
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
比
率
の
場
合
も
量
的
標
識
の

　
　
　
社
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
　
（
五
〇
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
．
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
六
一
五
〇
二
一

時
高
様
に
誤
差
法
則
に
よ
一
て
叢
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
一
森
田
優
三
「
統
計
概
論
一
昭
和
七
年
、
三
九
頁
ま
た
は
昭
和
三
年
、
一
九
一

頁
一
但
し
・
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
理
の
場
合
は
個
別
事
例
は
観
察
集
団
の
比
率
で
雲
の
に
対
し
て
、
誤
差
法
則
の
時
は
そ
れ
は
一
警
個
体
一
そ

　
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
集
団
）
の
値
で
あ
る
。

功
　
Ｓ
暮
〆
Ｐ
２
・
○
二
〇
〇
・
Ｈ
轟
・
森
田
優
三
「
概
論
」
昭
和
三
一
年
、
一
九
二
－
三
頁
及
び
佐
藤
良
一
郎
、
前
掲
書
、
二
四
五
－
六
頁
参
照
。

均
こ
の
よ
う
な
条
件
が
満
足
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
そ
の
時
六
の
間
題
に
関
す
る
事
物
的
考
慮
暴
い
て
同
種
性
の
程
度
の
高
い
事
例
の
集
団

－
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ぱ
勿
論
で
お
る
が
、
更
に
観
察
集
団
の
単
位
が
正
規
分
布
に
近
似
す
る
と
思
わ
れ
る
分
布
集
し
、
ま
た
は
観
察
集

団
を
若
干
の
部
分
集
団
に
分
け
・
な
い
し
は
同
じ
ょ
う
な
観
察
を
繰
返
し
た
場
合
、
い
ず
れ
美
体
同
じ
吉
な
比
率
ま
た
は
平
均
値
が
得
ら
れ

る
時
は
・
こ
の
条
件
が
滴
た
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
一
一
と
が
で
ぎ
る
。
一
ン
｛
・
：
・
・
－
・
。
』
・
一
・
大
橋
訳
、
四
六
千
七
〇
頁
。
ヨ
、
。
。
１

　
蟹
昌
勺
Ｏ
グ
２
．
Ｐ
○
二
〇
〇
・
ミ
．
大
橘
、
足
利
訳
、
三
〇
頁
参
照
）

功
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
理
や
ガ
ウ
ス
の
誤
差
竃
は
、
集
団
が
大
き
い
場
合
は
確
実
に
観
察
結
果
が
筆
ま
た
は
真
値
に
一
致
す
る
こ
と
を
い
う
の

　
で
は
な
く
、
た
だ
一
致
す
る
こ
と
の
確
か
ら
し
さ
が
増
大
す
る
こ
と
を
い
う
の
み
で
お
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
統
計
的
規
則
性
の
限
界

　
以
上
で
統
計
的
規
則
性
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
次
に
ン
、
れ
の
限
界
を
考
察
し
よ
う
。
統
計
的
規
則
性
は
統
計
的
方
法

と
い
う
集
団
現
象
の
観
察
、
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
統
計
作
業
の
結
果
、
具
体
的
塊
実
か
ら
帰
納
的
に
得
ら
れ
た
一
般
的
性
質
で
あ

る
こ
と
か
ら
・
板
六
の
制
約
、
眼
界
を
も
つ
の
で
あ
る
。
最
初
の
統
計
作
業
に
基
く
制
約
に
つ
い
て
は
、
杜
会
の
統
計
的
認
識
の
眼

旧
介
と
・
規
則
性
の
摘
出
に
必
．
婁
な
条
件
を
満
た
す
十
分
な
Ｎ
枢
箏
例
の
集
閉
の
構
成
の
困
難
と
に
分
け
、
次
の
帰
納
的
に
得
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
眼
界
に
つ
い
て
は
、
杜
会
の
現
象
に
は
偶
然
的
性
質
が
一
般
に
欠
除
し
て
い
る
こ
と
と
、
得
ら
れ
た
槻
則

性
の
妥
当
範
囲
が
時
所
的
に
極
め
て
局
限
さ
れ
る
こ
と
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

礼
会
統
計
的
醸
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
研
苫
、
ツ
イ
↓
エ
ツ
ク
一
竃
薫
一
以
後
フ
ラ
ス
ヶ
ム
パ
、
一
竃
一
、
。
。
琴
・
。
、
一



を
中
心
と
す
る
一
群
の
統
計
学
者
に
よ
っ
て
発
達
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
れ
に
よ
る
と
杜
会
統
計
の
本
質
的
な
方
法
的
特

殊
性
は
、
ま
ず
調
査
に
先
立
つ
概
念
構
成
に
お
い
て
存
在
す
る
○
で
あ
る
。
ブ
リ
ソ
ト
（
＞
．
臼
｛
己
）
は
ド
ィ
ッ
統
計
学
会
第
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

回
総
会
で
行
っ
た
「
杜
会
統
計
的
認
識
の
問
題
と
特
質
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、
こ
れ
を
大
要
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
自
然
科
学
者
は
す
べ
て
に
共
通
の
、
客
観
的
な
白
然
的
標
識
に
よ
っ
て
対
象
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
念
を
構
成

す
る
た
め
に
、
自
然
科
学
の
概
念
は
直
接
統
計
調
査
に
利
用
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
杜
会
科
学
者
は
、
概
念
構
成
に
際
し
て
意
味
関
連

か
ら
生
ず
る
一
定
の
思
惟
的
な
観
念
か
ら
出
発
し
、
従
っ
て
そ
れ
の
定
義
は
理
想
型
（
Ｈ
亭
隼
巻
）
を
記
述
す
る
の
で
あ
っ
て
、
具

体
的
な
個
別
事
例
に
お
い
て
容
易
に
確
定
し
得
る
外
面
的
な
標
識
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
研
究
目
的
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て
の
研
究

者
の
考
え
に
よ
り
本
質
的
と
思
わ
れ
る
杜
会
的
特
徴
に
よ
っ
て
記
述
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
杜
会
科
学
者
の
概
念
は
統
計
調
査

に
は
即
座
に
使
え
な
い
。
そ
こ
で
祉
会
統
計
家
は
、
個
別
事
例
に
お
い
て
そ
れ
が
含
め
ら
れ
る
べ
き
や
否
や
を
直
ち
に
一
義
的
に
決

定
し
得
る
よ
う
な
白
然
科
学
的
概
念
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
杜
会
科
学
的
解
明
に
完
全
に
一
致
す
る
結
果
を
得

る
こ
と
を
断
念
す
る
の
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、
杜
会
科
学
的
概
念
の
代
り
に
、
そ
れ
か
ら
乖
離
し
た
、
現
実
の
把
握
に
適
し
た

統
計
的
概
念
を
置
く
た
め
に
、
杜
会
の
領
域
に
お
け
る
統
計
結
果
は
常
に
近
似
的
性
格
を
も
つ
以
上
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
る
統
計
的

規
則
性
に
よ
っ
て
、
科
学
理
論
の
結
果
を
検
証
し
な
い
し
は
そ
れ
に
目
パ
体
的
な
数
最
的
規
定
を
与
え
る
こ
と
は
、
到
底
完
全
な
正
確

性
を
期
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
概
念
的
な
理
由
に
基
く
杜
会
統
計
の
誤
差
の
上
に
更
に
、
実
地
調
査
と
整
典
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
組
織
的
な

誤
差
（
実
地
調
査
に
お
け
る
単
位
の
標
識
の
確
定
の
誤
り
、
虚
偽
の
報
告
、
調
査
も
れ
、
分
類
の
誤
り
等
）
が
加
る
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
統
計
緕
果
は
ま
す
ま
す
現
実
か
ら
歪
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
技
術
的
過
程
に
お
け
る
系
統
誤

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
　
（
五
〇
四
）

差
は
、
後
に
述
べ
る
十
分
な
同
種
事
例
の
集
団
の
構
成
の
困
難
な
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
一
般
的
原
因
複
合
の
作
用
に
対
す
る
特
殊
的

原
因
複
合
の
撹
乱
的
影
響
が
偶
然
的
性
質
の
変
動
を
生
ぜ
し
め
る
と
の
期
待
を
、
実
際
上
は
困
難
な
ら
し
め
る
元
と
な
る
の
で
あ

る
。　

そ
し
て
更
に
、
統
計
は
集
団
の
単
位
の
も
つ
す
べ
て
の
標
識
を
把
握
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
う
ち
研
究
な
い
し
は
調
査
の
目
的
上

重
要
な
標
識
の
み
を
観
察
し
、
ユ
、
れ
ら
の
標
識
の
み
に
つ
い
て
集
団
を
構
造
分
析
し
、
集
団
現
象
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
集
団
現
象
は
、
そ
の
単
位
の
豊
富
な
標
識
の
総
合
と
し
て
複
雑
な
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
従
っ
て
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ

（
○
・
声
己
¢
易
８
）
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
統
計
結
果
は
そ
れ
が
関
係
す
る
集
団
現
象
の
統
計
的
彰
法
師
（
乙
。
冒
豪
ま
Ｏ
ぎ
の
Ｏ
ぎ
罧
竃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
少
数
の
標
識
の
み
が
把
握
さ
れ
、
そ
○
他
の
多
く
の
標
識
が
無
視
さ
れ
て
い
る
集
団
の
数
的

記
述
で
あ
る
統
計
に
よ
っ
て
は
、
集
団
現
象
の
統
計
的
規
則
性
の
成
立
の
前
提
条
件
で
あ
る
十
分
な
同
枢
事
例
の
集
団
の
構
成
が
困

難
で
あ
る
こ
と
は
容
場
に
考
え
ら
れ
る
。
次
に
そ
れ
を
く
わ
し
く
考
察
し
よ
う
。

　
白
然
科
学
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
科
学
理
論
の
検
証
は
実
駄
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
杜
会
科
学
で
は
殆
ん
ど
の
場

合
実
験
が
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
科
学
理
論
Ｏ
実
証
は
現
実
の
観
察
結
果
と
の
比
較
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
実
の
観

察
か
ら
実
験
と
同
じ
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
当
該
現
象
に
と
っ
て
決
定
的
に
兎
婆
な
原
因
、
条
件
を
同
じ
く
す
る
同
枢
ｏ
個
別

事
例
の
集
団
観
察
を
行
い
、
或
は
ま
た
内
果
研
究
の
場
合
に
は
原
因
と
考
え
ら
れ
る
要
素
に
閑
し
て
の
み
相
違
し
、
そ
の
他
ｏ
決
定

的
に
重
要
な
要
素
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
二
個
の
集
団
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ン
、
れ
は
特
定
の
時
所
に
お
い
て
存
在
す

る
集
団
軌
象
の
統
計
観
察
Ｏ
結
果
を
多
く
の
調
査
標
識
を
同
時
に
組
合
せ
て
分
類
し
、
で
き
る
ガ
ー
こ
け
ｎ
枢
性
Ｏ
秤
度
の
＾
い
部
分
集

団
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
ｏ
た
め
に
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
「
多
く
の
標
識
を
向
時
に
組
く
□
せ
て
分
類



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
¢

き
れ
た
高
次
の
統
計
表
は
実
験
の
代
用
品
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
先
に
み
た
よ
う
に
、
集
団
現
象
の
統
計
的
観
察
は
限
ら
れ
た
少
数
の
重
要
標
識
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限

り
に
お
い
て
し
か
集
団
現
象
の
同
質
的
な
部
分
集
団
へ
の
分
解
は
行
え
な
い
た
め
に
、
分
類
の
際
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
標

識
の
及
ぽ
す
影
響
を
偶
然
変
動
と
み
な
し
得
る
や
否
や
、
ま
た
は
原
因
的
要
素
以
外
の
点
で
は
同
質
の
集
団
で
あ
り
、
原
因
的
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

の
分
離
（
Ｈ
。
・
◎
５
昌
轟
）
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
得
る
や
否
や
は
甚
だ
疑
間
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
杜
会
の
現
象
の
も
つ
複
雑
、

豊
富
な
性
質
、
関
係
に
比
し
て
、
統
計
的
に
同
質
化
の
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
標
識
の
あ
ま
り
に
も
僅
少
な
こ
と
に
鑑
み
て
、
多
く
の

場
合
否
定
的
な
態
度
を
取
ら
ざ
る
を
得
ず
、
偶
然
変
動
の
外
に
分
類
の
際
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
要
素
の
う
ち
比
較
的
重
要
な
も
の

の
組
織
的
影
響
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
時
に
は
部
分
集
団
に
統
一
的
な
一
般
的
原
内
複
合
の
支
配
す
ら
仮
定
し
得
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ン
、
し
て
更
に
而
倒
な
こ
と
に
は
、
分
類
が
進
み
標
識
の
組
合
せ
が
多
く
な
る
に
従
っ
て
部
分
集
団
に
属
す
る
単
位
の
数
が
少
く
た

り
、
大
数
法
則
の
作
用
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
行
く
の
で
、
こ
の
面
か
ら
も
集
団
の
構
造
分
析
に
は
大
き
な
制
約
が
加

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

わ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
集
団
の
同
種
性
が
高
ま
る
に
従
っ
て
大
数
法
則
に
必
要
な
単
位
の
数
は
少
く
て
済
む
と
考
え
ら
れ
る

が
、
杜
会
統
計
に
お
け
る
集
団
の
同
概
性
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
非
常
に
ラ
フ
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
枢
性
の
向
上
よ
り
も
単
位

○
減
少
の
方
が
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
、
か
く
て
礼
会
統
計
家
は
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
ｏ
い
う
不
十
分
な
大
数
法
則
（
○
窃
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

¢
訂
ｑ
胃
巳
ｏ
罧
需
目
饒
ｏ
ｑ
彗
｛
ｏ
ｑ
Ｈ
０
｝
ｏ
づ
Ｎ
ｐ
巨
竃
）
　
を
嘆
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
統
計
的
方
法
が
与
え
る
制
約
に
加
え
て
、
杜
会
現
象
の
も
つ
特
徴
か
ら
も
偶
然
変
鋤
の
仮
定
を
妨
げ
る
要
困
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
会
の
出
来
事
は
意
味
関
連
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
枢
六
の
理
由
か
ら
複
雑
に
相
互
に
閑
連
し
合
っ
て

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
五
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
　
（
五
〇
六
）

生
成
発
展
し
、
厳
密
な
実
験
的
観
察
を
行
わ
な
い
で
現
実
の
観
察
に
よ
る
限
り
、
た
と
え
高
度
の
同
種
事
例
に
つ
い
て
み
た
と
し
て

も
、
相
互
に
独
立
に
偶
然
的
性
質
の
相
違
を
示
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
た
だ
白
然
的
要
因
の
影
響
が
強
い
現
象
や
習

慣
、
制
度
等
の
杜
会
的
理
由
か
ら
斉
一
性
の
程
度
の
高
い
現
象
の
場
合
に
の
み
、
偶
然
変
動
に
近
似
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
か
く
て
、
杜
会
統
計
で
は
多
く
の
場
合
、
　
（
概
念
的
理
由
に
よ
る
統
計
の
誤
差
は
別
と
し
て
も
な
お
）
系
統
的
な
誤
差
を
有
し
偶

然
変
動
を
示
さ
な
い
集
団
の
観
察
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
一
般
的
及
び
特
殊
的
原
内
複
合
の
図
式
に
よ
く
適
合
せ
ず
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
理
や
ガ
ウ
ス
の
誤
差
法
則
の
前
提
条
件
を
十
分
満
し
得
な
い
の
で
、
た
と
え
相
当
大
き
な
集
団
で
あ
っ
て
も
得
ら

れ
た
結
果
は
著
し
い
乖
離
を
生
じ
、
一
般
的
原
因
複
合
の
結
果
に
よ
く
近
似
す
る
と
の
期
待
を
困
難
に
し
、
統
計
的
規
則
性
は
例
外

的
な
場
合
が
多
い
極
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
統
計
的
規
則
性
は
具
体
的
現
実
か
ら
の
帰
納
に
よ
る
経
験
的
法
則
で
あ
る
か
ら
、
現
実
か
ら
抽
象
さ
れ
た
本
質
的
要
素

の
論
理
的
関
連
を
辿
っ
て
演
緯
的
に
導
か
れ
た
科
学
理
論
の
よ
う
な
普
遍
妥
当
性
を
も
た
ず
、
そ
れ
の
基
礎
に
あ
る
具
体
的
な
一
般

的
原
内
複
合
の
支
配
す
る
場
所
的
な
い
し
は
時
問
的
範
囲
内
の
集
団
現
象
に
の
み
妥
当
し
、
た
と
え
事
物
的
規
定
を
同
じ
く
す
る
集

団
現
象
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
一
般
的
原
内
複
合
の
著
し
く
異
な
る
場
所
な
い
し
は
時
点
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
も
は
や
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

の
妥
当
性
を
失
う
の
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
相
対
的
な
性
格
の
規
則
性
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
統
計
的
規
則
性
は
理
想
的
な
場
合
で
も
偶
然
的
な
乖
離
が
現
れ
不
確
定
な
も
の
で
あ
る
が
、
杜
会
統
計
の
実
際
に

お
い
て
は
非
偶
然
的
な
顕
著
な
変
動
が
生
じ
例
外
的
な
場
合
が
多
く
塊
れ
、
更
に
ま
た
そ
れ
の
妥
当
範
囲
は
時
所
的
に
狭
く
限
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
は
統
計
的
規
則
性
宇
１
、
の
安
定
度
に
よ
っ
て
　
仰
単
な
る
焼
川
性
（
著
し
い
例
外
に
よ
っ
て
中
断
さ
九



る
の
で
直
ち
に
現
象
の
典
型
と
み
な
し
得
な
い
も
○
）
四
合
法
則
性
ま
た
は
広
義
の
統
計
的
法
則
（
例
外
に
よ
る
中
断
が
稀
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

典
型
的
形
態
と
み
な
し
得
る
も
の
）
及
び
ゆ
狭
義
の
統
計
的
法
則
（
非
常
に
規
則
性
が
恒
常
的
な
も
の
）
に
分
け
た
が
、
　
「
法
則
」

と
い
う
言
葉
は
白
然
法
則
的
な
普
遍
妥
当
性
の
観
念
を
生
ぜ
し
め
統
計
の
場
合
に
は
不
適
当
で
あ
る
の
で
、
ツ
イ
ー
ツ
エ
ツ
ク
は
統

計
的
法
則
を
用
い
な
い
で
、
統
計
的
に
証
明
さ
れ
た
因
果
関
係
を
あ
ら
わ
す
場
合
を
統
計
的
合
法
則
性
、
、
て
れ
以
外
の
場
合
を
統
計

　
　
　
　
　
　
カ

的
規
則
性
と
い
へ
、
更
に
ミ
ュ
ラ
ー
（
－
く
彗
胃
）
や
ウ
イ
ソ
ク
ラ
ー
（
オ
・
オ
巨
区
¢
、
）
は
単
に
統
計
的
規
則
性
の
み
を
使
っ
て

い
伽
・
わ
た
く
し
も
以
上
の
考
察
か
ら
・
統
計
的
規
則
性
の
み
を
用
い
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

！
－
＞
．
雲
三
；
巨
§
二
己
■
雪
き
邑
奏
孝
＝
・
・
夢
汁
姜
毒
プ
・
二
を
づ
目
ま
。
。
・
…
・
…
。
一
・
＞
、
。
一
一
ニ
ヨ
ら
－
・
。
・
。
三
Ｎ
、
。
。
・

２
－
○
．
＞
葦
暮
Ｐ
き
ら
…
Ｑ
岩
。
書
ら
彗
｛
・
二
汁
・
葦
琴
プ
・
目
寮
曇
一
一
婁
・
プ
…
二
。
、
一
。
コ
・
。
。
、
一
、
三
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ブ
、
津
。
。
・
…
・
。
・
・
。
汁
・

　
　
ぎ
プ
．
Ｌ
べ
塁
二
Ｑ
・
．
嚢
．
な
お
Ｕ
婁
・
貢
ぎ
麦
旨
ミ
。
。
汁
・
麦
茎
…
岩
。
艘
。
ら
。
。
一
。
一
一
、
。
一
、
一
、
一
。
箏
・
。
。
、
一
、
三
。
。
・
。
。
、
一
。
。
。
ブ
、
津
。
。
し

　
　
＞
己
一
．
Ｌ
竃
介
○
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｃ
。
○
ｍ
三
さ
Ｈ
Ｎ
』
参
照
。

　
３
）
　
＞
冒
ま
屋
○
Ｐ
勺
『
○
巨
ｏ
昌
９
０
０
．
饒
０
９
た
お
ヨ
Ｎ
０
〆
２
．
２
．
○
二
〇
〇
‘
Ｈ
ｏ
。
○
参
照
。

　
４
）
　
も
っ
と
も
・
原
困
的
要
素
の
完
全
な
分
離
が
不
可
能
で
あ
り
、
原
因
た
り
得
る
別
の
要
素
に
閑
し
て
同
賃
化
さ
れ
て
い
な
い
時
で
も
、
比
較
集

　
　
団
が
何
れ
も
、
そ
れ
ら
の
原
因
た
り
得
る
要
素
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
場
合
に
得
ら
れ
る
で
お
ろ
う
部
分
集
団
か
ら
同
様
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、

　
　
故
に
こ
れ
ら
の
要
素
に
関
し
て
同
じ
此
合
関
係
に
あ
る
と
仮
定
し
得
る
時
に
は
、
囚
果
的
結
論
を
引
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
Ｎ
一
、
。
斤
、
・
、
・
○
二

　
　
〇
〇
Ｕ
○
．
Ｈ
０
ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｈ
．
）

　
ｏ
↑
つ
参
照
。

　
ひ
つ
　
穴
一
§
〒
７
０
『
げ
竃
Ｏ
ｑ
一
２
．
ヂ
○
．
一
〇
〇
．
Ｈ
○
べ
．

　
７
－
＞
己
婁
昌
二
巨
。
；
。
旨
↑
ぎ
ま
Ｐ
Ｕ
・
．
畠
ｏ
己
・
二
、
・
ま
；
９
・
。
・
。
」
・
。
－
ト

　
Ｇ
つ
　
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
定
理
は
一
定
の
生
起
の
基
本
確
率
が
存
在
す
る
事
象
を
柚
互
に
独
立
に
（
す
な
わ
ち
無
閑
係
に
）
試
行
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

　
　
ま
た
ガ
ウ
ス
の
誤
差
法
則
も
互
に
独
立
の
極
め
て
小
さ
い
根
源
誤
差
、
従
っ
て
そ
れ
の
和
で
お
る
偶
然
誤
差
の
棚
互
独
立
を
仮
定
す
る
。
故
に
、

　
　
こ
れ
ら
の
定
理
を
統
計
に
適
用
し
得
る
た
め
に
は
、
実
際
に
観
察
さ
れ
る
個
々
の
事
例
が
間
趣
の
性
賃
に
閑
し
て
棚
互
に
無
関
係
で
な
け
れ
ば
な

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
　
（
五
〇
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
　
（
五
〇
八
）

　
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
事
例
に
対
す
る
特
殊
的
原
因
複
合
が
完
全
に
偶
然
的
性
質
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ゆ
　
冒
２
グ
２
．
Ｐ
○
二
〇
〇
・
８
Ｈ
・
大
橋
訳
、
四
七
七
頁
。
内
－
竃
－
－
オ
○
Ｈ
一
Ｕ
害
０
ｑ
一
Ｐ
申
○
．
一
〇
〇
．
８
・

０
０
　
峯
２
■
苧
一
ピ
・
○
・
一
〇
〇
．
昌
○
．
大
橋
訳
、
四
七
四
－
六
頁
。

帥
　
ｓ
塞
汗
嘗
．
甲
○
．
一
〇
〇
．
－
ｏ
◎
べ
．

吻
』
．
く
巨
員
ビ
さ
・
ま
自
目
ら
Ｈ
８
巨
寿
ら
睾
○
。
９
ま
寿
一
岩
き
Ｏ
。
．
轟
ご
！
く
．
考
，
区
・
グ
９
…
・
三
饒
ま
・
○
。
汁
き
。
・
汁
戸
Ｈ

　
Ｈ
違
一
〇
〇
．
ｏ
◎
９

心
＞
巨
自
・
－

三
　
統
計
的
規
則
性
の
種
類

　
以
上
二
節
に
わ
た
っ
て
統
計
的
規
則
性
の
性
格
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ユ
、
こ
で
述
べ
た
の
は
基
本
的
な
形
態
の
統
計
的

規
則
性
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
元
に
し
て
な
お
種
六
の
統
計
的
規
則
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
最
後
に
そ
れ
ら
の
関
係
を
調
べ

て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
マ
イ
ヤ
ー
は
統
計
的
規
則
性
を
礼
会
集
団
の
構
造
、
関
係
に
現
れ
る
典
型
的
形
態
（
耳
り
げ
Ｏ
ぎ
Ｏ
窃
邑
９
長
雪
）
と
集
団
閉
Ｏ

内
果
的
形
態
（
穴
ｐ
易
昌
＄
試
囚
霧
３
Ｈ
巨
箏
囚
ｇ
）
と
に
分
け
、
更
に
ま
た
状
態
渋
則
（
Ｎ
易
註
己
。
っ
習
。
り
Ｑ
訂
ｏ
構
逃
の
令
法
則
性
）
、
頻

度
法
則
（
曽
ぎ
濤
ぎ
茅
－
ａ
．
～
８
自
彗
お
窮
ｇ
ｓ
事
象
生
起
の
合
法
則
性
）
、
発
展
法
則
（
向
巨
三
〇
こ
；
鷺
鷺
。
り
ｇ
ｓ
竹
一
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

発
展
と
循
環
）
及
び
内
果
法
則
（
穴
Ｐ
易
昌
艘
誌
胴
窃
黒
Ｓ
）
に
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
ツ
イ
ー
ツ
エ
ツ
ク
は
時
閉
的
規
則
性
（
雰
鷺
－

一
８
簑
拭
斤
睾
竃
ぎ
轟
三
｛
９
彗
く
胃
Ｈ
彗
｛
）
と
（
場
所
的
、
事
物
的
質
的
及
び
事
物
的
壮
的
）
形
態
Ｏ
現
則
性
（
霊
。
ｑ
０
ぎ
岬
雲
腎
－

等
雪
ｑ
胃
ｏ
窮
邑
ｇ
轟
）
及
び
内
果
閑
係
（
ぎ
易
巴
¢
Ｎ
易
ｐ
昌
昌
ｇ
轟
轟
¢
）
に
分
け
、
時
閉
的
規
則
性
を
恒
常
性
（
穴
ｏ
易
訂
富
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則

売
展
方
向
（
同
三
己
ｏ
＝
；
ｏ
ｑ
。
。
ユ
ら
一
９
轟
）
、
循
環
変
動
（
ま
ユ
ｏ
ａ
ミ
痒
）
〇
三
つ
に
舳
分
し
て
い
引
。
し
か
し
孜
々
が
、
統
計
的
岨



則
性
Ｏ
研
究
方
法
を
考
え
る
場
合
に
有
用
な
分
類
と
し
て
は
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ツ
ィ
ー
ツ
ェ
ッ

ク
の
分
類
で
は
形
態
の
規
則
性
と
因
果
関
係
と
が
時
問
的
規
則
性
に
対
置
さ
れ
て
お
り
、
ン
、
し
て
後
者
に
恒
常
性
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
に
、
こ
れ
で
は
形
態
及
び
丙
果
関
係
の
規
則
性
が
時
問
的
に
も
間
題
に
な
り
得
る
こ
と
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
ま
た
、
一
般
に
規

則
性
の
概
念
が
時
問
を
越
え
た
妥
当
性
を
含
む
た
め
に
、
形
態
及
び
内
果
関
係
の
規
則
性
は
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
○

よ
う
に
発
展
法
則
と
対
置
す
る
時
は
、
形
態
及
び
因
果
関
係
に
関
す
る
発
展
的
規
則
性
の
可
能
性
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
更

に
後
に
述
べ
る
よ
う
に
統
計
に
お
い
て
必
要
な
時
問
的
要
素
を
含
ま
な
い
規
則
性
が
除
か
れ
る
こ
と
に
た
る
。
従
っ
て
、
統
計
的
規

則
性
は
ま
ず
形
態
の
規
則
性
と
因
果
関
係
の
規
則
性
と
に
分
け
、
次
に
そ
れ
を
時
問
的
観
点
か
ら
瀞
態
的
規
則
性
と
動
態
的
規
則
性

に
二
重
に
分
類
す
る
の
が
合
理
的
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
ミ
ュ
ラ
ー
に
な
ら
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
に
す

３
）
る
。

　
　
形
態
の
観
則
性
…
…
集
団
現
象
の
性
質
、
構
造
に
つ
い
て
の
規
則
性

・
一
　
　
囚
果
閑
係
の
規
則
性
・
…
－
集
団
塊
象
問
の
一
方
的
な
い
し
は
相
互
的
影
響
に
関
す
る
規
則
性

　
　
静
態
的
規
則
性
・
－
静
止
状
態
に
お
い
て
考
え
ら
れ
た
集
団
塊
象
の
形
態
及
び
困
果
閑
係
の
規
則
性

　
　
鋤
態
的
晩
則
性
：
－
－
時
閉
的
発
展
に
お
い
て
考
え
ら
れ
た
集
団
塊
象
の
形
態
及
び
内
火
閑
係
の
規
則
性

　
　
　
　
　
恒
常
的
規
則
性
（
恒
常
性
）
：
－
時
問
的
発
展
が
不
変
の
場
合

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
売
展
的
規
則
性
（
溌
展
傲
向
）
…
二
定
方
向
へ
狢
展
す
る
場
合

　
　
　
　
　
循
環
的
規
則
性
（
循
環
変
動
）
－
－
循
環
的
に
変
動
す
る
場
八
ｎ

次
に
こ
れ
ら
の
規
則
性
の
性
格
を
順
次
み
て
行
こ
う
。

　
　
　
辻
会
統
計
に
お
げ
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）

一
八
三
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
一
止
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
（
五
一
〇
）

　
ま
ず
形
態
の
規
則
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
個
の
比
率
ま
た
は
中
数
値
で
表
現
さ
れ
る
集
団
現
象
の
性
質
で
あ
る
場
合
（
こ
れ
を

簡
単
の
た
め
に
「
特
性
値
（
穴
彗
冨
９
９
昌
轟
。
・
§
巨
０
目
）
の
規
則
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
、
集
団
現
象
の
構
造
の
場
合
と

に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
初
の
特
性
値
の
規
則
性
は
、
統
一
的
な
一
般
的
原
内
複
合
が
支
配
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
偶
然
的
な
変
動
を
な
す
・
、
一
み
な
し
得
る
同

種
の
単
位
か
ら
集
団
現
象
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
数
法
則
の
作
用
の
下
に
現
れ
る
一
般
的
原
因
複
合
に
一
致
す
る
基
本
的
な
確
率

な
い
し
は
巾
数
値
が
統
計
的
規
則
性
の
内
容
を
な
す
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
前
の
二
節
で
述
べ
た
統
計
的
規
則
性
で
あ
る
。
し
か

し
、
集
団
現
象
の
単
位
に
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
の
支
配
と
偶
然
的
変
動
と
を
仮
定
し
得
な
い
時
は
、
ン
、
れ
か
ら
得
ら
れ
た
事

象
生
起
の
比
率
ま
た
は
中
数
値
は
、
観
察
さ
れ
た
特
定
の
時
所
に
お
い
て
存
在
す
る
集
団
の
特
徴
の
要
約
的
記
述
に
す
ぎ
ず
、
統
計

的
規
則
性
と
は
い
え
な
い
。

　
次
に
構
造
の
規
則
性
は
、
集
団
現
象
が
大
な
り
小
な
り
異
質
の
革
位
か
ら
成
る
集
団
混
合
（
買
竃
。
・
竃
。
ｑ
¢
昌
ぎ
ブ
）
で
あ
り
、
従
っ

て
全
体
に
統
一
的
な
一
般
的
原
内
複
合
の
支
配
を
仮
定
し
得
な
い
が
、
ン
、
れ
を
標
識
の
綴
類
（
峯
ｏ
寿
昌
ｐ
ポ
胃
け
彗
）
ま
た
は
最
的

階
級
に
よ
っ
て
構
遣
分
析
し
て
得
ら
れ
た
各
部
分
集
団
に
お
い
て
、
統
一
的
な
一
般
的
原
内
複
合
の
支
配
と
単
位
の
偶
然
的
変
動
を

仮
定
し
得
、
従
っ
て
大
数
法
則
の
作
州
の
下
に
一
般
的
原
因
複
令
に
一
致
す
る
基
本
的
確
率
な
い
し
は
巾
数
値
が
存
在
し
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
引

の
部
分
集
閉
の
確
率
た
い
し
は
中
数
値
の
総
折
が
、
災
団
混
合
の
構
迩
の
特
徴
的
形
態
と
し
て
統
計
的
規
則
性
を
な
す
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
部
分
災
団
に
お
い
て
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
と
単
伎
の
変
動
の
偶
然
性
を
仮
定
し
得
な
い
時
は
、
部
分
集
団
の
比

率
ま
た
は
巾
数
値
の
総
折
は
統
計
的
規
則
性
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
概
察
さ
れ
た
特
定
の
時
所
に
お
い
て
存
在
す
る
集
団
混

合
の
構
遣
の
表
而
的
な
特
徴
的
形
態
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
こ
の
場
合
は
記
述
的
な
認
識
Ｈ
的
に
役
立
っ
知
識
と
た
る
、



　
そ
し
て
因
果
関
係
の
規
則
性
は
、
原
因
的
要
素
に
関
し
て
の
み
異
な
り
そ
の
他
の
点
で
は
同
じ
で
あ
る
、
二
つ
の
比
較
集
団
の
各

各
に
お
け
る
一
般
的
原
内
複
合
の
結
果
の
問
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
り
、
従
っ
て
先
に
述
べ
た
特
性
値
の
規
則
性
ま
た
は
構
造

の
規
則
性
の
問
の
関
係
で
あ
る
。
も
し
特
定
の
時
所
に
お
け
る
集
団
の
記
述
的
な
特
性
値
な
い
し
は
構
造
の
表
面
的
な
特
徴
的
形
態

の
問
の
関
係
の
時
は
、
丙
果
関
係
の
規
則
性
で
は
な
く
、
単
な
る
表
面
的
関
係
の
特
徴
づ
け
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
静
態
的
規
則
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
形
態
な
い
し
は
因
果
関
係
の
規
則
性
を
特
定
の
時
点
に
お
い
て
考
え
た
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
規
則
性
の
概
念
が
含
む
一
般
的
妥
当
性
は
時
問
的
要
素
は
な
く
、
た
だ
場
所
的
に
の
み
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
時
点
に
お

い
て
同
じ
事
物
的
規
定
を
有
す
る
別
個
の
集
団
現
象
に
対
し
て
も
ま
た
、
そ
れ
を
支
配
す
る
一
般
的
原
因
複
合
が
同
じ
な
い
し
は
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

ん
ど
変
ら
な
い
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
眼
り
、
妥
当
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
超
時
問
的
妥
当
性
を
欠
く
も

の
は
、
規
則
性
の
普
通
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
規
則
性
の
名
に
値
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
統
計
に
お
い
て
は
こ
れ
も
統
計
的
規
則

性
と
し
て
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
統
計
に
よ
る
仮
説
の
検
疋
　
　
た
と
え
推
測
統
計
理
論
の

厳
密
な
確
率
論
的
図
式
に
基
く
比
較
て
な
く
、
粗
雑
な
統
計
結
果
の
比
較
に
よ
る
時
て
も
　
　
を
行
う
場
合
、
仮
説
と
し
て
あ
ら
わ

さ
れ
る
統
計
的
規
則
性
に
は
、
超
時
問
的
妥
当
性
の
要
素
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
動
態
的
規
則
性
は
、
統
計
的
規
則
性
の
妥
当
性
を
時
閉
的
経
過
の
う
ち
に
お
い
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
恒
常
的
規
則
性
で
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
統
計
的
規
則
性
は
具
体
的
に
集
団
塊
象
を
支
配
し
て
い
る
一
般
的
原

内
複
令
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
具
体
的
な
一
般
的
原
内
複
合
が
同
じ
で
あ
る
か
ま
た
は
少
く
と

も
著
し
く
変
化
し
な
い
範
囲
内
で
の
み
、
恒
常
的
規
則
性
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
に
礼
会
の
軌
象
特
に
経
済

塊
象
は
大
な
り
小
な
り
急
激
な
歴
吏
的
発
展
を
遂
げ
て
行
く
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
て
一
般
的
原
内
複
く
ｎ
の
推
移
、
変
化
が
生
じ
、
故

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
　
（
五
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
　
（
五
二
一
）

に
統
計
的
規
則
性
は
せ
い
ぜ
い
極
く
短
期
問
に
お
い
て
の
み
超
時
問
的
妥
当
性
を
も
っ
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
恒
常
性
を
全
然
も
た

な
い
で
観
察
時
点
に
お
け
る
一
般
的
原
閃
複
合
を
反
映
す
る
の
み
で
あ
り
、
先
の
静
態
的
規
則
性
に
な
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
短
期
問
に
せ
よ
恒
常
的
規
則
性
が
得
ら
れ
る
○
は
、
白
然
の
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
現
象
や
白
然
環

境
、
継
続
的
で
あ
り
そ
の
変
化
は
極
め
て
漸
次
的
で
あ
る
法
秩
序
、
風
俗
習
慣
、
人
世
観
、
杜
会
経
済
制
度
、
組
織
等
が
、
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

原
因
複
合
の
中
で
董
要
な
役
割
を
果
す
場
合
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ウ
ィ
ソ
ク
ラ
ー
は
杜
会
現
象
に
は
比
較
的
な
生
物
学
的
及
び
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

的
恒
常
性
（
＜
胃
墨
ぎ
己
。
っ
昌
簑
狩
Ｏ
巨
◎
一
◎
帽
オ
Ｏ
ぎ
…
ｑ
。
・
富
巨
Ｏ
じ
Ｏ
霊
叶
学
畠
腎
０
５
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
杜

会
現
象
を
規
定
す
る
原
内
、
条
件
の
安
定
性
Ｏ
故
に
、
統
計
的
規
則
性
と
は
い
え
な
い
、
従
っ
て
純
粋
に
記
述
的
な
集
団
の
値
に
も

ま
た
時
問
的
安
定
性
が
生
じ
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
時
は
、
統
計
的
規
則
性
○
場
合
と
違
っ
て
、
集
団
の
値
○
時
問
的
変
動

は
偶
然
的
で
な
く
、
著
し
い
乖
離
や
系
統
的
な
変
動
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
発
展
的
規
則
性
は
、
時
問
の
経
過
に
伴
う
当
該
塊
象
を
支
配
す
る
一
般
的
原
困
複
合
の
変
化
に
応
ず
る
集
団
の
特
性
値
、
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

遣
な
い
し
は
内
果
閑
係
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
杜
会
統
計
に
お
け
る
動
態
的
規
則
性
の
中
心
で
あ
る
。
な
お
こ
の

場
合
も
、
先
に
述
べ
た
杜
会
塊
象
を
規
定
す
る
要
内
の
う
ち
安
定
的
な
ｎ
然
的
要
素
と
変
化
の
漸
次
的
な
杜
会
的
典
素
と
に
基
い
て
、

統
計
的
規
則
性
と
み
な
し
得
な
い
集
団
の
伏
も
ま
た
比
較
的
に
規
則
的
な
時
閉
的
売
展
を
．
小
す
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
時
は
、

統
計
的
規
則
性
の
場
合
と
異
な
り
、
規
則
的
な
時
閉
的
売
腿
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
し
れ
る
閉
線
は
、
観
察
期
閉
に
お
け
る
集
団
硯
象

の
准
展
形
態
の
形
式
的
な
特
徴
づ
け
「
ト
す
ぎ
ず
、
ま
た
災
団
の
仮
は
ン
、
れ
の
時
閉
的
完
腿
を
あ
ら
わ
す
伏
を
巾
心
に
偶
然
変
軸
す
る

の
で
な
く
、
系
統
的
な
変
動
、
著
し
い
乖
離
牟
小
す
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
循
環
的
焼
則
性
は
、
一
般
的
原
内
復
八
ｎ
Ｏ
作
川
Ｏ
反
復
的
な
季
帥
的
、
週
Ｈ
な
い
し
は
時
…
的
変
鋤
に
伴
う
災
団
○
仮
り



反
復
的
な
変
化
を
あ
ら
わ
す
○
で
あ
っ
て
、
一
般
的
原
因
複
合
○
変
化
し
な
い
時
問
的
範
囲
内
に
１
お
い
て
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
は
、

恒
常
的
規
則
性
○
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
こ
の
場
合
も
ま
た
、
統
計
的
規
則
性
の
条
件
を
欠
く
集
団
○
値
に
つ
い
て
も
、
大
な

り
小
な
り
規
則
的
な
循
環
的
変
動
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
統
計
的
規
則
性
は
特
性
値
の
規
則
性
、
構
造
の
規
則
性
及
び
因
果
関
係
の
規
則
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
時
問

的
経
過
に
お
い
て
恒
常
性
、
発
展
及
び
循
環
変
動
を
示
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
並
ん
で
、
統
計
的
規
則
性
の
条
件
を
欠
き
従
っ
て
純

粋
に
記
述
的
な
集
団
の
値
に
つ
い
て
も
ま
た
、
統
計
的
規
則
性
と
同
様
の
恒
常
性
、
一
定
の
発
展
傾
向
、
規
則
的
な
循
環
変
動
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
○
ｏ
　
…
２
■
２
・
戸
○
∴
○
ｏ
Ｏ
ｏ
・
８
０
自
暮
－
８
ド
ｃ
。
．
大
橋
訳
、
四
七
四
－
六
頁
及
び
四
七
九
－
八
二
頁
。

　
ｏ
　
ｓ
さ
ぎ
２
．
２
．
○
二
吻
ｃ
ｏ
卜
○
○
○
○
．
Ｈ
雷
申

　
ゆ
　
、
、
、
ユ
ラ
ー
は
統
計
的
規
則
性
を
種
六
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
必
要
な
分
類
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
峯
一
…
實
一
甲
２
．
○
二
〇
〇
〇
〇
．
Ｎ
○
。
？
。
・
．
）

　
　
　
　
存
在
の
規
則
性
（
向
晶
巳
８
簑
釘
ぎ
津
昌
（
一
〇
。
。
○
ｏ
９
易
）
・
…
：
集
団
現
象
の
大
ぎ
さ
、
構
成
、
性
質
に
み
ら
れ
る
規
則
性

二

　
　
　
　
影
響
の
規
則
性
（
勾
品
〇
一
ヨ
彗
耐
ざ
津
昌
ら
ｏ
Ｈ
｝
８
三
自
寡
・
。
…
ｏ
ｑ
）
…
…
集
団
現
象
間
の
一
方
的
な
い
し
は
相
互
的
影
響
に
み
ら
れ
る
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
性

・
一

　
　
　
　
静
態
的
規
則
性
（
。
。
汁
黒
；
ｏ
ぎ
ヵ
奏
〇
三
峯
ヨ
ｏ
ｑ
ぎ
篶
；
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
静
止
状
態
に
あ
る
集
団
現
象
の
規
則
性

　
　
　
　
動
態
的
規
則
性
（
一
一
毛
；
；
〇
一
さ
オ
£
〇
一
ヨ
簑
あ
ぎ
岸
；
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
団
現
象
の
発
展
の
規
則
性

　
　
　
　
　
　
　
恒
常
的
規
則
性
（
ぎ
豪
３
ま
Ｏ
崇
品
９
昌
簑
釘
汀
０
６

　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
発
展
的
規
則
性
（
２
０
一
享
昌
７
０
一
嵩
見
品
９
目
一
萎
。
ｑ
ぎ
５

　
　
　
　
　
　
　
循
環
的
規
則
性
（
勺
Ｏ
ユ
○
〔
ヲ
Ｏ
ぎ
勾
品
三
；
簑
一
〇
ｑ
ざ
岸
）

）４（）
Ｆ
ｏ

（
宍
一
§
一
－
オ
ｏ
｝
ｏ
晶
一
苧
２
．
○
．
一
〇
〇
．
Ｎ
竃
参
照
。

こ
の
こ
と
は
集
団
混
合
が
質
的
標
識
の
種
類
に
よ
っ
て
構
造
分
析
さ
れ
る
場
合
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
量
的
標
識
で
構
造
分
析
さ
れ
る
時
は
若
干

杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
恥
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
　
（
五
二
二
）



　
　
立
命
館
経
済
学
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第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
（
五
一
四
）

の
補
足
が
必
要
と
思
わ
れ
令
量
的
標
識
の
時
は
集
団
凄
階
を
異
に
す
る
量
的
標
識
を
も
っ
部
分
集
団
一
量
的
群
一
に
分
割
さ
れ
、
従
つ
て
各
部

分
集
団
の
同
種
の
程
度
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
集
団
が
何
等
か
の
考
慮
さ
れ
て
お
ら
な
い
質
的
標
識
に
関
し
て
集
団
混
合
で
あ
る
時
は
、
集
団
全

　
体
で
は
な
く
各
量
的
群
毎
に
、
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
、
従
つ
て
大
数
法
則
の
作
用
の
下
に
現
れ
る
そ
れ
に
一
致
す
る
中
数
値
を
考
え
ね
ば
な

ら
ず
・
こ
れ
ら
の
中
数
値
の
総
括
が
集
団
構
造
の
規
則
性
と
な
る
の
で
お
る
。
例
え
ば
都
市
生
活
者
の
家
計
調
査
の
場
合
、
た
と
え
繋
、
世
帯
人

　
員
数
等
を
同
じ
く
す
る
世
帯
を
対
象
と
し
た
と
し
て
も
、
な
お
学
歴
、
経
営
規
模
等
を
異
に
す
る
限
り
そ
れ
に
よ
っ
て
収
入
額
、
従
つ
て
消
費
支
出

　
に
系
統
的
な
大
き
な
相
違
が
生
ず
る
の
で
、
総
平
均
消
費
支
出
は
単
な
る
個
六
の
家
計
の
消
費
支
出
の
総
括
以
上
の
意
味
を
も
ち
得
な
い
。
し
か

　
し
・
例
え
ば
二
六
－
三
〇
千
円
の
収
入
階
級
に
限
定
す
る
と
、
収
入
水
準
二
八
千
円
（
こ
の
量
的
群
の
一
般
的
原
因
複
合
の
う
ち
決
定
的
に
重
要
な

要
因
一
に
対
し
て
は
そ
の
前
後
二
千
円
未
満
の
収
入
の
差
は
支
出
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
な
い
の
で
、
ど
の
家
計
在
入
水
準
が
ほ
ぼ
同
じ
と
み
な

す
こ
と
が
で
ぎ
・
ま
た
そ
の
た
め
に
学
歴
、
経
営
規
模
等
の
違
い
嘉
要
で
な
い
と
考
え
得
る
奮
ば
、
こ
の
収
入
階
級
の
平
均
消
費
支
出
は
、
二
八

千
円
近
く
の
収
入
の
家
計
が
現
在
の
杜
会
経
済
生
活
状
態
、
物
価
体
系
の
下
で
必
要
な
、
正
常
な
消
費
支
出
の
金
額
と
費
目
別
な
い
し
は
品
目
別
構

成
を
大
な
り
小
な
り
近
似
的
に
示
す
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
夏
ろ
う
。
こ
の
よ
う
震
入
階
級
毎
の
平
均
消
費
支
出
の
金
額
と
嘗
別
、

　
品
目
別
構
成
が
集
っ
て
・
収
入
水
準
の
変
動
に
応
ず
る
正
常
な
消
費
支
出
の
変
動
を
示
す
、
家
計
消
費
構
造
の
規
則
性
が
得
ら
れ
る
の
で
お
る
。

ゆ
書
姜
。
一
夏
－
－
二
．
・
二
。
・
』
竈
邑
・
葦
亭
・
三
二
葦
雪
亭
、
ｇ
。
一
。
プ
、
、
汁
葎
、
一
汁
一
目
ら
。
、
・
。
汁
、
汁
一
。
。
汁
旨
芸
．
。
。
け
．

　
＞
；
９
。
。
○
。
｝
ｑ
二
〇
〇
．
Ｈ
邊
参
照
。
但
し
ク
レ
ッ
ツ
ル
阯
ノ
ー
ル
ベ
ル
ク
は
こ
の
場
合
、
統
計
的
規
則
性
を
（
仮
想
的
な
）
全
体
集
団
と
実
際
に

観
察
さ
れ
る
そ
嘉
分
畿
と
の
関
係
に
お
い
て
考
・
疋
る
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
と
そ
の
構
成
要
素
と
の
関
係
に
お
い
て
圭
た
考
え
て
い
る
点

　
で
我
々
と
異
な
る
。

い
冒
・
夏
き
奏
＞
后
・
昌
多
二
一
葦
・
ら
；
三
旨
・
一
・
。
・
婁
・

的
　
　
！
く
－
己
（
Ｆ
■
　
２
．
嘗
１
（
）
二
　
〇
〇
．
Ｏ
◎
べ
．

側
　
ｓ
き
ぎ
２
．
ｐ
○
二
〇
〇
．
Ｈ
窒
参
照
。

む
　
　
す
　
　
び

以
上
三
節
に
わ
た
っ
て
礼
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
Ｏ
性
格
を
考
察
し
、
統
計
的
悦
則
性
は
一
般
的
及
び
特
殊
的
原
内
枚



合
○
図
式
が
妥
当
す
る
集
団
に
芳
い
て
、
大
数
法
則
の
作
用
の
下
に
得
ら
れ
る
一
般
的
原
内
複
合
の
結
果
に
一
致
す
る
値
で
あ
一
一
て
、

杜
会
統
計
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
非
常
に
不
安
定
な
規
則
性
し
か
得
ら
れ
ず
、
ま
た
こ
○
よ
う
な
図
式
に
適
合
し
な
い
集
団
に
お

い
て
も
、
統
計
的
規
則
性
に
類
似
し
た
恒
常
性
な
い
し
は
発
展
傾
向
や
循
環
的
変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

常
識
的
に
は
、
統
計
値
の
変
動
に
何
等
か
の
程
度
の
安
定
性
、
規
則
的
な
発
展
傾
向
ま
た
は
反
復
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
統
計
的
規

則
性
と
い
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
統
計
的
規
則
性
の
場
合
と
統
計
的
規
則
性
と
い
え
な
い
場

合
と
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
後
老
を
便
宜
上
「
形
式
的
規
則
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
統
計
利
用
の

実
際
に
お
い
て
は
、
こ
の
形
式
的
規
則
性
は
真
の
意
味
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
に
劣
ら
ず
、
否
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
純
粋
の
記

述
的
な
値
と
一
請
に
な
っ
て
科
学
班
論
と
照
合
さ
れ
ま
た
は
理
論
的
モ
デ
ル
に
投
入
さ
れ
て
、
現
実
の
数
的
解
明
、
計
函
、
予
測
に

重
要
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
概
度
の
高
い
其
の
意
味
の
統
計
的
規
則
性
で
な
く
と
も
、
利
川
目
的
上
許
容
し
得
る

程
度
の
誤
差
を
も
つ
規
則
的
性
質
な
ら
ば
、
十
分
正
確
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
統
計
的
規
則
性
は
一
般
的
原
閃
複
合
に
一
致
す
る
他
で
あ
る
が
、
実
際
に
集
団
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
値
は
特
殊

的
原
囚
複
合
の
撹
乱
の
彩
響
を
完
企
に
免
れ
得
な
い
た
め
に
ン
、
れ
か
ら
大
な
り
小
な
り
乖
離
し
、
後
者
か
ら
前
者
を
推
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
以
上
、
実
際
に
概
察
さ
れ
た
値
を
も
っ
て
統
計
的
規
則
性
の
位
と
す
る
時
の
信
煩
性
が
閉
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
形

式
的
規
則
性
の
場
令
は
実
際
に
得
ら
れ
る
値
の
変
醐
が
著
し
い
た
め
に
よ
り
爪
奥
で
あ
っ
て
、
　
（
典
柵
の
多
く
の
原
内
復
八
い
に
よ
り

複
雑
に
規
定
さ
れ
た
）
集
団
の
仇
の
表
而
的
な
姐
川
的
変
化
を
あ
ら
わ
す
形
式
的
な
値
を
、
実
際
の
観
察
値
か
ら
求
め
る
時
の
信
頼

性
の
吟
味
が
な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
こ
Ｏ
た
め
の
珊
論
的
式
雑
と
し
て
推
測
統
計
〃
諭
の
利
川
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
正
規

分
布
の
仮
定
を
基
礎
と
す
る
推
測
統
計
理
論
は
、
其
の
芯
味
の
統
計
的
規
則
性
の
場
合
に
の
み
有
効
に
適
川
す
る
こ
と
が
で
き
、
形
式

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
統
計
的
規
則
性
の
煎
義
と
限
界
（
閑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
（
五
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
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十
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・
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
一
五
二
一
一

的
規
則
性
の
場
合
に
は
原
理
的
に
適
用
不
可
能
で
あ
る
：
が
わ
か
る
。
統
計
数
理
と
し
て
は
実
質
的
意
警
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、

た
だ
単
に
形
式
的
類
似
性
さ
え
あ
注
直
ち
に
適
用
可
能
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
彙
し
て
有
効
に
適
用
し
得
る
や
否
や
、
ま
た
得
ら
れ

た
結
果
が
何
を
意
味
す
る
か
の
吟
味
の
筆
と
し
て
、
以
上
の
真
の
意
味
の
規
則
性
と
形
式
的
規
則
性
の
概
念
の
区
別
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
形
式
的
規
則
性
の
場
合
の
統
計
値
の
信
頼
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
、
．
も
し
統
計
値
○
変
動
が

確
率
的
性
格
を
も
つ
時
は
、
正
規
分
布
の
仮
定
に
基
か
な
い
標
本
理
論
の
適
用
が
考
え
ら
れ
、
、
！
、
の
よ
う
な
確
率
論
的
方
法
の
適
用

条
件
が
存
在
し
な
い
時
は
・
事
物
論
理
的
な
考
察
に
基
く
推
論
の
利
州
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
リ
ソ
ト
は
こ
れ
を
「
相

互
に
支
持
し
合
い
事
物
的
基
礎
を
有
す
る
考
察
と
、
数
的
で
な
い
論
理
的
推
論
の
体
系
の
矛
盾
な
き
構
成
と
に
よ
つ
て
、
数
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

確
定
さ
れ
な
い
が
高
度
に
確
実
な
確
率
的
判
断
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
我
六
は
以
上
の
原
理
的
考
察
の
結
衆

に
基
い
て
・
具
体
的
な
実
際
問
題
に
お
い
て
推
測
統
計
理
論
の
適
用
可
能
性
を
注
音
心
深
く
開
拓
し
て
行
く
と
共
に
、
ま
た
ブ
リ
ソ
ト

○
指
摘
し
た
数
的
で
な
い
確
率
的
推
論
の
方
法
を
組
織
的
に
発
展
せ
し
め
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

１
－
；
三
：
．
・
二
Ｕ
・
』
Ｎ
．
な
お
こ
の
た
め
に
ブ
リ
ソ
ト
は
、
す
べ
て
の
適
用
農
に
お
け
る
統
計
的
研
究
の
共
淫
を
確
率
論
的
処
警

　
　
求
め
る
説
に
反
対
し
て
・
杜
会
統
計
と
そ
冠
の
適
用
農
と
の
共
通
性
は
「
誇
叢
か
ら
得
た
す
べ
て
の
壊
讐
一
極
め
て
一
拷
な
確
藁

　
　
理
が
妥
当
す
る
こ
と
に
お
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
８
．
○
ｏ
お
）


